
第 145 号 ながさき労福協 2016年２月８日（1）

～ 構 成 団 体 ～
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県生活協同組合連合会

－発　行　所－
長崎県労働者福祉協議会
〒850－0031
　長崎市桜町９－６
　長崎県勤労福祉会館内
　　  ☎ 095－811－6131
roufuku-nagasaki@io.ocn.ne.jp
発　行　日　隔 月 １ 日
発行責任者　桝 田 憲 二

http://nagasaki.rofuku.net/

　70年代半ば以降「受益者負担論」に基づく教育
政策によって公費支出が抑えられた結果大学の授業
料の値上げが繰り返され、わが国の学費は世界で最
も高い水準となりました。同時に大学生を持つ親の
負担も大きく膨らみ続けています。

変えよう! 奨学金 若者の学びと成長を社会全体で支えよう! 署名活動
実施中

奨学金 解決解決若者を
苦しめる

問
題の を!

家庭の負担重く高騰し続ける大学の学費

　学費が高くても何とかやってこれたのは、「教育
費がかかるころには賃金が上がる」という日本型雇
用システムが機能していたからです。しかし、経済
の悪化や雇用制度の変化により、家計収入は減少の
一途をたどっています。親の経済力の低下に伴い、
奨学金に頼らなければ大学に進学できない学生が多
数を占めるようになりました。

2人に1人が奨学金利用　家庭の収入は減少の一途

　わが国の奨学金の約９割が貸与型で、その多くが
利息の付く「奨学金」という名のローンになってい
ます。かって日本育英会（現日本学生支援機構）の
奨学金は無利子でした。それが、政府の教育政策の
転換により、1984年に有利子枠が作られ、その後
有利子枠が拡大が拡大し続けました。今や奨学金を
利用する大学生の２／３が有利子枠となっています。
無利子枠が少ないため、基準を満たしても無利子枠
の貸与を受けられない学生が大勢います。

貸与なのに「奨学金」？　奨学金の9割が貸与型

　卒業しても充分な収入が得られず、返済に苦しむ
若者が増え、延滞者は33万人に及んでいます。
▲延滞者の約８割が年収300万円以下
　３ヶ月以上の延滞者は46％が非正規雇用もしく
は無職、80％以上が年収300万円以下です。
▲一生、返済に追われることも?!
　延滞者には延滞金（５％）が課されます。延滞後は
返還金がまず延滞金に当てられるので、元金はいつ
までたっても減らず、一生、奨学金返済に追われる
ことにもなりかねません。また、奨学金返済が結婚
の妨げとなったり、利用者同士が結婚した場合には
２人分の返還を負うことになります。

返したくても返せない　厳しい生活状況

給付型奨学金の導入・拡充と
　　  教育費負担の軽減を求める要請
【要請事項】（内閣総理大臣　殿）
１．貸与型から給付型へ、奨学金制度を抜本的に転
換するよう求めます。速やかに大学等において国
の給付型奨学金制度を導入するとともに、高校を
含めて拡充してください。
２．貸与型奨学金は無利子とし、延滞金は廃止（廃
止までの間、返済金は元金・利息・延滞金の順に
充当）してください。また、所得に応じた無理の
ない返済制度をつくり、返済困難者の実情に即し
て適切な救済を行ってください。
３．大学等の学費の引き下げや授業料減免の拡充の
政策を実行してください。

　県労福協は「2015　生活底上げ　福祉強化キャ
ペーン」取り組みの一環として「奨学金問題の現状
と課題」～真に学びと成長を支える学費と奨学金制
度を目指して～、をテーマにセミナーを開催した。
　今回の特徴は、民主党県議（５人）、社民党幹事長
と県議１名、長崎県教育庁、長崎市消費生活セン
ター（３名）、弁護士会（３名）、長崎県社会福祉協議
１名の参加、労働組合（各産別）、県労福協役員、福
祉事業団体、ライフサポートセンター相談員（２
名）計59名の参加のもと開催する事ができた。
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　県労福協は１月21日（木）九州労働金庫長崎支店
会議室において「労働組合等の会計税務に係る実務
マニュアル」をもとに研修会を開催した。
　労働組合役員、事務担当者、福祉事業団体職員の
出席も含め27名が受講した。主に、労働組合会計
の目的、労働組合会計の
実務、労働組合の会計監
査・目的、留意事項など
であった。質疑では、数
件の質問があり、今後改
善すべき点もあるなど、
参考になったと思う。

　長崎地区労福協は１月26日（火）、残雪の厳しい
寒さの中「2015年度　第２回ライフプランセミ
ナー」を開催した。当初は120名近くが参加予定で
あったが、なんと過去最多の大雪に見舞われたこと
から、73名の参加者にとどまった。私たちはお金
の問題を一日たりとも切り離して考える事はできな
い。その意味では、学習する良い機会であった。内
容は「知って得するライフ・マネープラン」詳細は

割愛しますが、「ラ
イフプラン」に関す
る相談は「ライフサ
ポートセンター長
崎」にいつでもどう
ぞお問い合わせくだ
さい。相談員が優し
く対応いたします。

労福協
第89回 ク イ ズ

１．九州ろうきんでは、３月31日㈭まで「教育
ローンキャンペーン」および「ろうきんダイレク
ト○○○○ありがとうキャンペーン」を実施して
います。○○○○に入るひらがなカタカナ４文字
は何でしょうか？

２．全労済の2015年12月２日東日本多声震災「〇
〇〇〇〇〇キャンペーン」義援金贈呈式をおこな
いました。〇〇〇〇〇〇をお応え下さい。

◎答えはハガキかＦＡＸで、〒番号・住所・氏名・
職場名を明記し県労福協へ送付ください。

◎締切日は３月25日㈮（当日消印有効）
◎当選者10人の方に「お楽しみプレゼント？」を
お送りします。正解者多数の場合は抽選で決めま
す。
◎送り先
　〒850-0031  長崎市桜町９－６  勤労福祉会館内
　　　　　　長崎県労福協クイズ係
◎FAX（095）811-6132

◎前月号当選者（敬称略）
西﨑　京子（長　崎）　山口みゆき（長　崎）
岳藤　陽子（大　村）　上島　千鶴（大　村）
永田　容子（佐世保）　水口千代子（大　村）
中尾　律子（大　村）　森田　　仁（佐世保）
今中　　力（佐世保）　吉川　綾子（大　村）

各 地 区 労 福 協 だ よ り

長崎地区労福協
ライフプランセミナー開催

　北松地区労福協は１月27日（水）、残雪が厳しい
中「50歳代セミナー」を開催した。ところが大雪
で水道管の破裂など、その対策等の関係で参加者が
減少したのは残念であった。なお、労金北松支店、
全労済佐世保支所から講師をお願いした。

北松地区労福協
ライフプランセミナー開催

　上五島地区労福協は11月15日（日）に労金五島支
店主催の30周年記念イベントも兼ねて「ふらばー
るバレー大会」を行った。各単組から90名以上が
参加し、閉会式には、ろうきんのクイズや支店長と
のじゃんけん抽選会を行い、交流を深めた。

上五島地区労福協
ライフプランセミナー開催

事 務 局 だ よ り

ライフサポートセンター佐世保
移転のお知らせ

「ライフサポートセンター佐世保」は３月１日より
佐世保市稲荷町2-28 労働福祉センター２階（連合
長崎佐世保地協事務所）に移転します。
　なお、相談日は毎週火曜日・木曜日の２日になり、
フリーダイヤルはこれまで通り月曜日から金曜日の
10時～17時の受け付けです。
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★★「あしなが育英会支援キャンペーン」への

★★「教育ローンキャンペーン」および

～  ご協力、ありがとうございました。～

「ろうきんダイレクトログインありがとうキャンペーン」実施中！

《もうひとつうれしいお知らせ》…
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